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集団的自尊心と社会的比較志向性が
ネガティブな結果フィードバック後の自尊心に及ぼす影響の検討
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人のパフォーマンス成績に影響を及ぼすもの

は 個人の能力だけではない。その人の属する集

団のレベルも同様に影響する。レベルの高い集団

に属すれば，低い集団に所属するよりも，周りの

優秀な人間との比較のために，成績が下位となっ

てしまう。自分が集団の中で劣っているというフ

ィードバックを受ければ，自尊心が脅威に晒され

ると考えられるが，必ずしも全員がそうなるとは

限らない。本研究では，そのような人の特性につ

いて明らかにしてゆく。

研究 ―集団的自尊心に関して―

（ ）において，

集団的自尊心の高い人（自分の所属集団と心理的

結び付きが強く，その集団を誇りに思う人）は，

「集団内で自分が劣っている」というフィードバ

ックを受けてもネガティブな感情を抱かず，コン

ピテンスが低下しないことが示された。そこで，

研究 では，同様に集団的自尊心に着目し，集団

的自尊心の高い人は集団内で下位に位置付けら

れても自尊心が低下しないのか，調査を行った。

方 法

調査対象者

大学生を対象に質問紙調査を行った。 名か

ら回答を得た 男性 名，女性 名 。

手続き

①渡辺（ ）の日本語版集団自尊心尺度への

回答を求めた。

② 分間時間を取り 回答者に 大学生を対象に

した学力テストを受けそのフィードバックを受

けた場面の想像を求めた。半分の回答者には，「自

分が集団の中で良い成績だった」という場面，も

う半分の回答者には，「自分が集団の中で悪い成

績だった」という場面を想像してもらった。

③結果を見た直後の自尊心を測定する，阿部・

今野（ ）の日本語版状態自尊心尺度への回答

を求めた。

分析方法

集団的自尊心 高 低 ×フィードバック 肯定

的 否定的 の 要因分散分析を行った。

結果と考察

集団的自尊心 高 低 ×フィードバック 肯定

的 否定的 の 要因分散分析を行ったが，フィー

ドバックの主効果のみが 水準で有意であっ

た（ ）。交互作用は見ら

れなかったため，集団的自尊心の程度に関わらず，

周りが優れていて自分が劣っている状況では自

尊心が低下すると考えられる。

研究 ―社会的比較志向性に関して―

周りとの比較である社会的比較をあまり行わ

ない人は，レベルの高い集団に所属しても，他者

と自分をあまり比較しないため，自尊心が低下し

にくいのか，調査を行った。

方 法

調査対象者

大学生を対象に質問紙調査を行った。 名か

ら回答を得た 男性 名，女性 名 。

手続き

①外山（ ）の社会的比較志向性尺度への回

答を求めた

②と③に関しては 研究 と同様に行った。

分析方法

社会的比較志向性 高 低 ×フィードバック

肯定的 否定的 の 要因分散分析を行った。

結果と考察

交互作用が 水準で有意であったため

（ ），単純主効果の検定を

行ったところ，否定的フィードバック条件におい

て，社会的比較志向性の低い人は高い人に比べて，

有 意 に 状 態 的 自 尊 心 得 点 が 高 か っ た

（ ）。この結果から，優れ

た集団内で自らが劣っている状況においても，社

会的比較志向性が低い人は自尊心が低下しにく

いと考えることができる。

全体考察

研究 の結果より，先行研究の結果とは異なる

が，集団的自尊心の高さはあまり影響を及ぼさな

いと考えられる。一方，研究 の結果から，集団

内で下位に位置付けられても，周りとの比較をあ

まり行わないことで自尊心の低下を緩和できる

と考えられる。
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中学校国語科の漢字指導を通じた生徒の意味理解の実践的変容
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問題と目的

倉澤(1988)は，漢字の力を「漢字を生活に適応

できる力」だと論じている。国語教育の中でも，

漢字は「使う」ための重要な事項として位置づけ

られている(学習指導要領,2008)が，学校教育の漢

字指導においては，読み書きなど知識重視になる

傾向がある。本研究では，中学校国語科の漢字指

導において，協同的探究学習（藤村ほか，2018）
の理論に依拠して，漢字の持つ意味を関連づける

学習方略を促す授業のデザインとその効果を検討

する。その際，授業で用いたワークシートへの記

述内容と質問紙をもとに，生徒の漢字の意味理解

の深化と漢字学習への動機づけの変容を考察する。

方 法

参加者 A 県内の公立中学校 1 校の 1 年生 3 学級

105 名。国語科は，1，2 組は教諭 A，3 組は教諭

B が指導しており，教諭 B のみ毎時漢字の書き取

り小テストを実施している。教諭 A は日常的に協

同学習の手法を取り入れていることから，1 組を

対照群，2，3 組を協同的探究学習群①②とした。

手続き 2018 年 12 月 12 日～14 日に質問紙調査

と 45 分×2 コマの授業を，群を被験者間要因，事

前・事後の同一の質問紙を被験者内要因とする 2
要因混合計画で実施した。質問紙は，学習方略尺

度，学習観尺度，学習動機づけ尺度の 3 つの尺度

から構成され，それぞれ 5 件法で回答を求めた。

授業は，①自己決定理論にもとづき，自律的な動

機づけを高めること，②漢字の意味を関連づけて

意味理解を深めること，③協同的探究学習によっ

て，各生徒が考えた漢字の意味とその判断理由を

クラス全体で共有し関連づけて本質に迫ること，

の 3 つの観点から考案された。「漢字の意味を関連

づけて四字熟語の意味を推し測ろう」，というテー

マで協同的探究学習を構想した。授業は筆者が実

施し，Table 1 に授業の流れを示した。

結 果

個別探究学習(二時間目)において各生徒がワー

クシートに記述した四字熟語の意味推測の結果を，

以下の基準（意味理解の水準）を設けて分析した。

水準０：「関連づけ以前」関連づけを行わずに表

面的な意味のみの記述。

水準１：「漢字の意味の関連づけ」4 つの漢字の

意味を関連づけた文脈の通る記述。

水準２：「漢字の意味の本質的理解」その漢字の

表す本質に踏み込んだ内容で意味を推測した記述。

普段の国語科の指導教員が同一の 1 組（対照群）

と 2 組（協同的探究学習群）における結果を示す。

各生徒の意味理解の水準を意味理解の得点とし，

群間の分散の等質性を検討する F 検定を行った後，

群間で得点の平均値に差がみられるかどうかにつ

いて，対応のない t 検定を行ったところ，1%水準

で有意差が認められた（平均値(SD)は，協同的探

究学習群：1.40(0.48)，対照群：0.69(0.34)；
t(68)=4.66, p<.01)。協同的探究学習によって，漢字

の意味理解が深まることが示された。また協同的

探究学習群(2 組)では，質問紙における意味理解型

の学習観，学習動機づけの同一化，内発の各項目

で，事前より事後で得点が有意に上昇した（意味

理解学習観: t(29)=2.23, p<.05； 同一化: t(29)=2.19,
p<.05； 内発: t(29)=3.41, p<.05)。

考 察

本研究では，国語教育の中で漢字が「使う」た

めの重要な事項として位置づけられている一方で，

学校教育の漢字指導においては，読み書きなど，

知識重視型になりがちであるという課題に対して，

協同的探究学習の理論に依拠して，漢字の持つ意

味を関連づける学習方略を促す授業によって，生

徒の漢字に対する意味理解の深化，自律的な動機

づけと，意味理解志向学習観への変容を検討する

ことを目的とした。その結果，漢字の意味の本質

的理解，漢字に対する自律的な動機づけと意味理

解志向学習観を促す効果が明らかになった。

本研究は，国語教育における漢字指導の在り方

について，より実践的な指導方法を検証した。協

同的探究学習を，スキル教育として指導されがち

であった言語事項において実施し，一定の効果が

得られたことは，国語教育，また，協同や探究に

よる学習の研究においても大きな成果であろう。
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